
主要電機各社の要求方針

賃上げ
額(円)
一時金
月数
（前年比）

日　　立 2000 5.0 前年と同じ

三菱電機 2000 6.0 0.22カ月増

シャープ 2000 5.5 前年と同じ

東　　芝 2000 業績連動 ―

松下電器 2000 業績連動 ―

富士通 2000 業績連動 ―

Ｎ Ｅ Ｃ 2000 業績連動 ―

三洋電機 2000 業績連動 ―

15
年
ぶ
り
に

残
業
代
を
引
上
げ
へ

電
機
連
合
の
中
央
委
員
会

（
１
月
24
日
～
25
日
）
で
08
年

春
闘
で
前
年
と
同
じ
月
額
２
０

０
０
円
以
上
の
賃
金
改
善
を
統

一
要
求
す
る
方
針
を
決
め
た
。

長
時
間
労
働
の
解
消
や
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

目
指
し
、
時
間
外
手
当
の
割
増

率
改
善
も
15
年
ぶ
り
に
求
め
る

こ
と
に
し
た
。

電
機
業
界
は
増
収
増
益
基
調

だ
が
、
企
業
間
の
業
績
格
差
拡

大
や
景
気
の
先
行
き
へ
の
不
安

感
も
あ
り
、
電
機
連
合
の
中
村

正
武
委
員
長
は
「
例
年
以
上
に

厳
し
く
難
し
い
交
渉
に
な
る
」

と
の
挨
拶
を
し
た
。

賃
金
で
は
、
前
年
に
導
入
し

た
「
職
種
別
賃
金
要

求
方
式
」
を
継
続
し
、

代
表
職
種
と
し
て

「
開
発
・
設
計
職
」

で
賃
金
改
善
を
要
求

す
る
。
大
手
電
機
の

労
組
は
、
３
年
ぶ
り

に
統
一
要
求
に
参
加

す
る
三
洋
電
機
労
組

も
含
め
、
上
表
の
要

求
方
針
が
あ
き
ら
か

に
な
っ
た
。

時
間
外
割
増
率
は
、

月
40
時
間
超
の
現
状
30
％
、
休

日
で
45
％
だ
が
、
と
も
に
50
％

以
上
へ
の
引
き
上
げ
を
目
指
す

こ
と
に
し
た
。
中
村
委
員
長
は

「
懐
を
増
や
す
と
い
う
考
え
方

で
は
な
い
。
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
も
働
き
方
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ス
ト
で

は
な
く
、
明
日
へ
の
投
資
と
し

て
と
ら
え
る
べ
き
だ
」
と
強
調

し
た
と
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

ル
ネ
サ
ス
労
組
も

生
活
改
善
が
実
感

で
き
る
闘
い
を

ル
ネ
サ
ス
労
組
で
も
春
闘
要

求
の
論
議
が
始
ま
り
、
諸
物
価

の
値
上
が
り
な
ど
の
中
、
全
員

が
生
活
改
善
を
実
感
で
き
る

「
賃
金
」
「
一
時
金
」
を
実
現

さ
せ
れ
る
要
求
を
練
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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ベ
ア
二
千
円
を
要
求
に
！

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

電
機
連
合
、
春
闘
方
針
を
決
め
る

＊
今
年
の
春
闘
は

久
し
ぶ
り
に
賃
上

げ
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

の
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。
近
年
は
定

期
昇
給
の
廃
止
や

ベ
ア
ゼ
ロ
・
昨
年
は
５
０

０
円
で
終
わ
る
一
方
で
増

税
や
各
種
保
険
料
、
諸
物

価
の
上
昇
で
家
計
は
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
第
一

生
命
経
済
研
究
所
の
永
浜

主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は

「
平
均
的
世
帯
で
年
間
１

万
５
０
０
０
円
」
の
負
担

増
と
の
試
算
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
活

環
境
の
悪
化
の
中
で
ベ
ア

２
０
０
０
円
の
要
求
に
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
電
機

労
働
者
懇
談
会
が
調
査
し

た
「
生
活
に
必
要
な
金
額
」

の
加
重
平
均
は
３
万
７
０

０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

生
活
実
感
と
し
て
は
納
得

で
き
る
額
で
す
。
08
春
闘
、

掛
け
値
な
し
の
要
求
の
満

額
回
答
を
勝
ち
取
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

集積回路
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08年春闘勝利｢電機のつどい｣

「電機のつどい」に参加して

１月１９日の「電機のつどい」、日本

大学名誉教授の牧野富夫さんを講師に春

闘学習会が開かれた。まず初めに「格差

社会現象の本質」ということで話された。

「この格差というのは、資本家と労働者

の階級間格差が広がったということだ」

と言われ、いままで私は単に正規と非正

規との格差としか考えていなかったのは

間違いだったと気づかされた。ここ５年

間で企業利益は１.８倍、役員報酬２.７

倍、配当金３倍、それなのに労働者の賃

金はなんとマイナス３.８％の減少とのこ

と。

「労働者内部の格差は格差でなく差別

だ」と言われ、なるほどと思った。賃金

制度が成果主義に変わってきているが、

そもそも賃金とは労働力の再生産をする

ためのもので、成果主義はその生計費原

則が風化されている。

昨年はホワイトカラー・エグゼンプショ

ンの導入を阻止しました。広範な労働者

の要求と運動の高まりは「運動すれば変

わる」という実感を与えるもので、０８

春闘への取り組みが期待されます。 Ｈ

な
く
そ
う
貧
困
、
変
え
よ
う
格
差
社
会

暮
ら
し
を
守
る
08
春
闘
を
！

電
機
労
働
者
懇
談
会
（
電
機
懇
）
は
、
08
年

１
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
に
か

け
て
東
京
地
評
会
館
会
議
室
に
て
、
電
機
ユ
ニ

オ
ン
と
の
共
催
で
「
08
春
闘
、
電
機
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
に
は
、
14
職

場
・
３
団
体
か
ら
47
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

討
論
は
、
日
立
の
職
場
か
ら
、
若
い
派
遣
社

員
が
増
え
、
時
給
８
０
０
円
で
正
社
員
と
同
じ

仕
事
を
し
て
い
る
と
発
言
。
「
車
を
売
っ
て
電

車
通
勤
に
変
え
た
労
働
者
も
い
る
。

正
社
員

に
な
り
た
い
と
い
う
声
が
強
い
」

と
発
言
し

ま
し
た
。

東
芝
の
職
場
は
、
成
果
主
義
賃
金
が
再
度
見

直
さ
れ
、
裁
量
労
働
制
の
残
業
時
間
相
当
分
の

手
当
を
さ
ら
に
削
る
な
ど
、
人
件
費
総
額
を
さ

ら
に
削
ろ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
職
場
か
ら
、
神
奈
川
県
内
に
あ
る

子
会
社
の
工
場
統
廃
合
で
、
７
０
０
人
の
労
働

者
の
県
外
異
動
と
早
期
退
職
募
集
を
計
画
し
て

い
る
と
報
告
。
「
異
動
で
き
な
い
人
が
本
人
の

意
思
に
反
し
て
早
期
退
職
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い
」

と
発

言
し
ま
し
た
。

沖
電
気
の
職
場
か
ら
、
時
給
７
５
０
円
の
パ
ー

ト
で
21
年
も
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
働
く
女
性

の
例
を
あ
げ
、
「
改
正
パ
ー
ト
法
を
生
か
し
て

正
社
員
へ
の
転
換
な
ど
を
労
働
組
合
に
働
き
か

け
て
い
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

サ
ン
ケ
ン
電
気
の
職
場
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
組
み
の
経
験
を
発
言
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
「
政
治
経
済
情
勢
の
特
徴
と
08
春

闘
の
課
題
」
と
題
し
て
牧
野
富
夫
さ
ん
（
日
本

大
学
名
誉
教
授
）
が
行
な
い
ま
し
た
。
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プロパンガス ９
年
９
カ
月
ぶ
り
の
高
い
伸
び

総
務
省
が
25
日
発
表
し
た
07
年
12
月
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
、
05
年
＝
１
０
０
）
は

変
動
の
激
し
い
生
鮮
食
品
を
除
く
ベ
ー
ス
で
１
０

０
・
９
と
な
り
、
前
年
同
月
と
比
べ
て
０
・
８
％

上
昇
し
た
。
３
カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
で
、
１
９
９

８
年
３
月
以
来
、
９
年
９
カ
月
ぶ
り
の
高
い
伸
び

と
な
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
の
値
上
げ
が
主
な
要
因
。

賃
金
が
伸
び
悩
む
中
で
の
高
い
物
価
上
昇
に
よ
り
、

個
人
消
費
の
下
押
し
圧
力
が
強
ま
り
そ
う
だ
。

（
１
月
25
日
「
日
経
」
よ
り
）

電
気
や
都
市
ガ
ス
の
料
金
が
４
月
か
ら
大
幅
に

上
が
る
見
通
し
が
25
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
牛

乳
の
30
年
ぶ
り
の
値
上
げ
も
同
日
、
発
表
さ
れ
た
。

パ
ン
や
め
ん
、
菓
子
類
に
使
わ
れ
る
小
麦
も
再
値

上
げ
さ
れ
る
。
07
年
12
月
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
が
高
い
上
昇
率
を
記
録
し
た
の
に
続
く
、
身
近

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
相
次
ぐ
値
上
げ
は
、
賃
金

が
伸
び
悩
む
消
費
者
の
心
理
を
冷
え
込
ま
せ
、
景

気
を
失
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

値
上
げ
は
食
料
品
に
も
及
ぶ
。
乳
業
大
手
の
日

本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
25
日
、
主
力
の
「
メ

グ
ミ
ル
ク
牛
乳
」
を
、
４
月
か
ら
３
・
８
～
７
・

１
％
値
上
げ
す
る
と
発
表
し
た
。
原
油
高
な
ど
が

響
き
、
飼
料
や
包
装
材
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
30
年
ぶ
り
の
値
上
げ
に
踏
み
切
る
。
同
社

は
ヨ
ー
グ
ル
ト
飲
料
や
デ
ザ
ー
ト
な
ど
も
含
め
約

１
７
０
品
目
で
平
均
５
．
１
％
値
上
げ
す
る
。

（
１
月
26
日
「
朝
日
」
よ
り
）

生
活
を
守
る
た
め
08
春
闘
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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◎
「ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
」(

タ
ス
ポ)

た
ば
こ
自
動
販
売
機
で
必
要
な

成
人
識
別
カ
ー
ド

◎｢

大
相
撲
」

千
秋
楽
の
横
綱
相
撲

日
本
人
も
強
く
な
っ
て
よ

◎
「マ
ッ
ク
店
長
」

店
長
と
言
え
ど
も
管
理
職
で
な
い

勇
気
あ
る
訴
え
で
勝
利
判
決

消
費
者
物
価
０
・
８
％
上
昇

休
憩
室

値
上
げ
止
ま
ら
な
い

電
力
・ガ
ス
大
幅

牛
乳
30
年
ぶ
り

１月２５日「朝日」夕刊より （％）



誰
も
が
賃
上
げ
を

〇
八
年
春
闘
が
始
ま
っ
た
。

昨
年
は
五
〇
〇
円
相
当
分
が

全
員
に
一
時
金
で
支
給
さ
れ

た
が
、
毎
月
の
賃
金
ア
ッ
プ

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
成
果

主
義
賃
金
が
導
入
さ
れ
、
成

果
を
あ
げ
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ

皆
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
号

俸
が
上
が
る
の
は
一
部
の
ひ

と
で
、
号
俸
が
あ
が
ら
な
け

れ
ば
前
年
の
賃
金
と
変
化
な

し
と
い
う
の
で
は
が
っ
か
り

し
て
し
ま
う
。
今
年
の
春
闘

で
は
ぜ
ひ
と
も
、
全
員
の
役

割
給
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。

Ｍ

08
年
春
闘
に

期
待
し
て
い
ま
す

08
春
闘
は
、
賃
上
げ
は
２

０
０
０
円
以
上
の
要
求
で
統

一
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
一
時

金
の
要
求
は
各
社
で
バ
ラ
つ

き
と
な
り
そ
う
で
す
。
日
立

の
５
ケ
月
に
対
し
て
三
菱
電

機
は
６
カ
月
と
の
こ
と
で
す
。

ル
ネ
サ
ス
は
両
社
の

半
導
体
事
業
部
門
が

統
合
さ
れ
て
設
立
さ

れ
た
会
社
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
か

ら
移
籍
し
た
方
々
は

複
雑
な
気
持
ち
と
な
っ

て
い
ま
す
。
半
導
体

事
業
の
業
績
は
波
が

あ
る
訳
で
す
が
、
数

年
間
と
い
う
長
い
期

間
で
の
業
績
を
判
断

し
て
の
対
応
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
職
場
の
期
待
に

応
え
る
取
り
組
み
を

期
待
を
し
た
い
。

Ｔ

映
画｢

母
べ
え｣

を

観
て
感
じ
た
こ
と

マ
ス
コ
ミ
で
も
高
い
評
価

を
さ
れ
て
い
る
映
画
「
母
べ

え
」
を
観
ま
し
た
。
監
督
山

田
洋
次
、
主
演
吉
永
小
百
合

さ
ん
と
期
待
を
し
て
い
ま
し

た
。
内
容
は
、
太
平
洋
戦
争

の
時
代
、
治
安
維
持
法
違
反

で
捕
ら
え
ら
れ
た
ド
イ
ツ
文

学
者
の
父
と
幼
い
姉
妹
と
母

ら
と
の
手
紙
を
交
わ
し
な
が

ら
賢
明
に
生
き
よ
う
と
す
る
、

息
の
詰
ま
る
よ
う
な
時
代
の

お
話
で
し
た
。
平
和
の
尊
さ

を
し
み
じ
み
伝
え
る
作
品
で
、

何
回
も
涙
す
る
場
面
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史

を
見
つ
め
る
と
、
戦
争
と
言

論
統
制
は
セ
ッ
ト
で
国
民
に

忍
び
寄
っ
て
来
る
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
二
度
と
あ
の

時
代
が
こ
な
い
よ
う
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

Ｙ

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

日立、半導体ｸﾞﾙｰﾌﾟ
子会社を再編する

日立は１月２１日、半導体のグルー

プ会社を再編すると発表した。３月

３１日付で日立超Ｌに対して、アキ

タ電子システムズの全株式を譲渡。

日立超Ｌはアキタ電子を傘下に収め

て一体運営をする。

日立超Ｌは０７年度売上高３１５

億円の見通し。アキタ電子は同売上

高１９億円の見通し。両者ともＬＳ

Ｉなどの設計、開発、販売を手掛け、

事業が似通っている。（１月２２日

付「日刊工業新聞」より）

こ
の
一
月
は
寒

い
日
が
続
き
ま
し

た
が
体
調
管
理
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う

か
。
原
油
の
高
騰

で
暖
房
費
を
節
約
さ
れ
た

家
庭
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
生
活
は
諸
物
価
の

値
上
が
り
で
苦
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
二
月
に
は
春

闘
も
本
格
的
に
な
り
賃
上

げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
（
Ｔ
）

編集後記


